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イ
ベ
ン
ト

　

今
回
は
、

市
内
在
住

の
洋
画
部

門
で
活
躍

し
て
い
る

方
の
素
晴

ら
し
い
絵

画
と
沖
縄

八
重
山
地
方
の
植
物
な
ど
を
題
材
に

し
た
美
し
い
写
真
を
展
示
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
９
日（
木
）～
13
日（
月
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　

八
郷
総
合
支
所 

１
階
会
議
室

石
岡
市
芸
術
祭
企
画
展

７
月
９
日
～
13
日

入
場
料　

無
料

出
展
者　

塚
原
明
義
・
高
橋
弘
子（
絵

画
）、
鈴
木
明
宣
（
写
真
）

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

文
化
振
興
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
２
）

広報いしおか　№８８　１２

情報
ネットワーク

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
飯
ご
う
炊
飯
や
テ

ン
ト
設
営
・
ゲ
ー
ム
指
導
・
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
屋
外
活
動
の
楽

し
さ
や
集
団
生
活
の
規
律
な
ど
を
指

導
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

市
内
在
住
ま
た
は
、
市
内
に
通
学

す
る
高
校
生

応
募
方
法

　

電
話
で
、
教
育
委
員
会 

生
涯
学

習
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課　

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
４
５
）

６
月
15
日
～
24
日

夏
休
み
期
間
中
の
学
童
保

育
の
受
付
開
始

　

仕
事
な
ど
で
保
護
者
が
昼
間
家
庭

に
い
な
い
小
学
１
～
３
年
生
の
児
童

を
、
授
業
終
了
後
か
ら
午
後
６
時
30

募　
　
集

石
岡
市
高
校
生
会
（
石
岡

Ｙ
Ｓ
Ｃ
）
の
会
員
募
集

　

自
主
的
・
自
発
的
活
動
を
テ
ー
マ

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行

う
石
岡
市
高
校
生
会
（
石
岡
Ｙ
Ｓ
Ｃ
）

の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

活
動
は
、
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

や
単
位
子
ど
も
会
行
事
、
市
の
事
業

な
ど
へ
の
参
加
で
す
。
夏
休
み
の

分
ま
で
預
か
る
学
童
保
育
を
、
市
内

15
小
学
校
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
夏
休
み
期
間
中
の
学
童

保
育（
午
前
８
時
～
午
後
６
時
30
分
）

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。　

　

申
込
書
は
、
各
小
学
校
児
童
ク

ラ
ブ
、
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
、

市
役
所 

総
合
窓
口
③
番
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　

　

６
月
15
日
（
月
）
～
24
日
（
水
）

申
込
方
法　

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
各
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

児
童
ク
ラ
ブ
を
実
施
し
て
い
な
い

葦
穂
小
、
恋
瀬
小
、
吉
生
小
、
小
幡

小
は
近
隣
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
空
き
が

あ
る
場
合
の
み
、
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
４
４
）

広　告　掲　載　欄



HP

そ
の
他

甲
種
防
火
管
理

　
　
　

新
規
講
習
会

日
時　

７
月
８
日
（
水
）・
９
日
（
木
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館
（
石
岡
市
柿
岡

５
６
８
０-

１
）

受
講
料　

５
０
０
０
円

※
申
し
込
み
後
の
受
講
料
は
、
返
金

で
き
ま
せ
ん
。

申
込
日
時　

６
月
24
日
（
水
）
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

定
員　

60
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）

申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
消
防
本
部
予
防
課

ま
で
受
講
料
を
添
え
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
最
寄
り
の

消
防
署
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、

消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
消
防
本
部 

予
防
課

☎
２
７
・
６
１
２
５
（
土
・
日
曜
日

は
、
☎
２
３
・
０
１
１
９
へ
）

　

http://w
w

w
.city.ishioka.

lg.jp/820syoubou/820index.
htm ７

月
８
日
・
９
日

　

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、被
害
防
止
対
策
と
し
て
、

電
気
牧
柵
な
ど
を
導
入
す
る
農
家
に

対
し
、
資
材
購
入
費
の
２
分
の
１
以

内
、
１
か
所
当
り
１
万
円
を
限
度
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
方
は
、

申
請
書
に
見
積
書
と
計
画
書
を
添
え

て
、
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
資
材
な
ど
を
購
入
す
る
の
は
、

必
ず
補
助
金
交
付
決
定
通
知
を
受
け

て
か
ら
に
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

農
政
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
２
５
）

八
郷
総
合
支
所 

農
政
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
１
）

電
気
牧ぼ

く
さ
く柵
な
ど
の
導
入

に
補
助
金
を
交
付

農
作
物
の
被
害
防
止
へ

平
成
21
年
度

経
済
セ
ン
サ
ス-

基
礎
調
査

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

　

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　

太
平
洋
戦
争
で
父
等
を
亡
く
し
た
、

戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、
戦
没
し

た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行

う
と
と
も
に
、
そ
の
地
域
の
住
民
と

友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
す
。

実
施
地
域

・
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア　

・
マ
リ
ア

ナ
諸
島　

・
中
国　

・
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア　

・
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半

島　

・
ト
ラ
ッ
ク
諸
島　

・
パ
ラ
オ

平
成
21
年
度

諸
島　

・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島　

・
フ
ィ

ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー　

・
沖
縄　

・
台
湾
、
バ
シ
ー
海
峡　

・
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島　

・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

※
日
程
や
旅
費
、
申
込
締
め
切
り
日

は
、
実
施
地
域
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費
用　

賛
助
金
と
し
て
一
律
10
万
円

（
沖
縄
は
５
万
円
）

申
し
込
み　

市
役
所 

社
会
福
祉
課 

遺
族
会
担
当
へ
直
接
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

日
本
遺
族
会 

事
業
課 

事
業
係　

☎
０
３
・３
２
６
１
・５
５
２
１

１３　広報いしおか　№８８

情報　ネットワーク

　

７
月
１
日
、
平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ
ス-

基
礎
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
全
国
す
べ
て
の

事
業
所
お
よ
び
企
業
が
調
査
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

調
査
票
が
届
い
た
ら
一
緒
に
配
布
し
た

「
調
査
票
の
記
入
の
し
か
た
」
を
確
認
の
う

え
、
記
入
く
だ
さ
い
。
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
統

計
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
法
律

で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て

あ
り
の
ま
ま
を
記
入
く
だ
さ
い
。

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



８
月
31
日
ま
で

一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
更
新
の
お
知
ら
せ

更
新
期
間　

６
月
１
日
（
月
）
～
８
月
31
日
（
月
）

必
要
書
類

①
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

交
付
申
請
書

②
臨
床
調
査
個
人
票

③
臨
床
調
査
個
人
票
の
研
究
利
用

に
つ
い
て
の
同
意
書

高
齢
者
の
集
い（
敬
老
会
）

を
開
催

　

市
で
は
、
市

社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
地

区
単
位
で
高
齢
者
の
集
い（
敬
老
会
）

を
毎
年
度
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年

度
も
例
年
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
昭
和
10
年
３
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
75
歳
以
上
の
方
に

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所 

高
齢
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

平
成
21
年
度

　

平
成
18
年
３
月
27
日
施
行
の
「
石

綿
救
済
法
」
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
、
平
成
20
年
12
月
１
日
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、

次
の
点
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

○
特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
期
限

の
延
長
…
…
平
成
21
年
３
月
27
日
ま

健
康
被
害
者
の

　

遺
族
の
み
な
さ
ま
へ

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

６
月
28
日
～
７
月
４
日

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、「
い
じ
め
」
や
児
童
虐

待
な
ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
を
目
的
に
、
全
国
一
斉
「
子
ど

も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
を

実
施
し
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
悩
み
を
持
っ

て
い
る
方
は
、
ぜ

ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

期
間　

６
月
28
日
（
日
）
～
７
月
４

日
（
土
）

相
談
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

　

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
で
は
、

６
月
３
日
『
測
量
の
日
』
の
関
連
行

事
と
し
て
、
地
図
と
測
量
の
科
学
館

に
て
『
２
０
０
９
「
測
量
の
日
」
特

別
企
画 

～
地
図
と
測
量
の
“
も
の

し
り
講
座
”
～
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
地
図
や
測

量
に
親
し
め
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出

で
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
７
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所　

国
土
交
通
省 

国
土
地
理
院

（
つ
く
ば
市
北
郷
１
番
）

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省 

国
土

地
理
院 

総
務
部 

広
報
広
聴
室

☎
０
２
９
・
８
６
４
・
６
４
７
６

地
図
と
測
量
の

　
“　

も
の
し
り
講
座 

”

６
月
７
日

で
の
期
限
が
、
平
成
24
年
３
月
27
日

ま
で
延
長
に
な
り
ま
し
た
。

○
特
別
遺
族
給
付
金
の
支
給
対
象
の

拡
大
…
…
平
成
13
年
３
月
27
日
以
前

に
亡
く
な
っ
た
労
働
者
の
遺
族
の
方

が
対
象
で
し
た
が
、
平
成
18
年
３
月

26
日
ま
で
に
拡
大
に
な
り
ま
し
た
。

※
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
５
年
を
経
過

し
て
い
な
い
場
合
は
、
労
災
保
険
法

の
給
付
請
求
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.ibarakiroudoukyoku.

go.jp
/kiju

n
/in

dex.h
tm

l

）
を
確

認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

茨
城
労
働
局 

労
災
補
償
課

☎
０
２
９
・
２
２
４
・
６
２
１
７

④
世
帯
調
書

⑤
生
計
中
心
者
の
所
得
税
額
な
ど

を
確
認
で
き
る
書
類

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑥
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

⑦
健
康
保
険
証　

⑧
認
め
印

⑨
返
信
用
切
手
（
90
円
）

問
い
合
わ
せ　

土
浦
保
健
所 

保
健
指
導
課

土
浦
市
下
高
津
２-

７-

46　

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
５
５
１
６

７
時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～

午
後
５
時
）

相
談
員　

法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護

委
員
（
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
）

相
談
電
話

全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

広報いしおか　№８８　１４
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旧日本赤十字社救護看護婦
旧 陸 海 軍 従 軍 看 護 婦

　先の大戦で戦地などに派遣され、戦
時衛生勤務に服した旧日本赤十字社救
護看護婦および旧陸海軍従軍看護婦の
うち、慰労給付金の支給対象とならな
い方に、内閣総理大臣名の書状を贈呈
します。

○対象者　外地等における勤務経験が
あった方で、慰労給付金または普通恩
給の受給資格のない方
※ただし、日本国籍を有し、無期また
は３年を超える懲役もしくは禁固の刑
に処されたことのない方（本人）
○請求方法　次の書類に必要事項を記
入し、請求先に直接送付ください。
・書状に関する請求書
・勤務期間に関する経歴書
・請求時の戸籍抄本または住民票
※請求書と経歴書は、市役所 社会福
祉課に備えてあります。
○請求先　総務省大臣官房 総務課 管
理室 業務担当
〒 100-8926　東京都千代田区霞が関
2-1-2 中央合同庁舎 2 号館８Ｆ
○請求期限　平成 23 年３月 31 日
◆詳しい内容は、市役所 社会福祉課
に問い合わせください。

問い合わせ　市役所  社会福祉課
　　　　　    ☎ 23-1111（内線 156）

の方へ

　市が 4 月に配布した「2009 石岡市くらしの便利帳」の
本文に、下記の誤りがありました。お詫びして訂正します。

正誤表
● 20 ページ　図書館・図書室の項
・東地区公民館図書室と城南地区公民館図書室の休館日
誤　毎週月・木曜日、祝日、年末年始
正　毎週月・火曜日、祝日、年末年始

● 29 ページ　納期の項
・市税を納める場所

● 39 ページ　公共施設 郵便局の項
・北石岡簡易郵便局の住所
誤　石岡 11957 番地
正　根当 11957 番地

くらしの便利帳 正誤表

　

口
座
振
替
を
利

用
に
な
る
と
、
納

期
限
を
忘
れ
た
り
、

そ
の
都
度
、
金
融

機
関
に
納
付
に
行
く
必
要
が
な
く
な

り
ま
す
の
で
と
て
も
便
利
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
預
金
先
の
県
内
金

融
機
関
（
郵
便
局
を
除
く
）
に
、
届

け
印
を
持
参
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
手
続

き
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

土
浦
県
税
事
務
所 

管
理
課

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
７
２
０
３

個
人
事
業
税
は

　

便
利
な
口
座
振
替
で

６
月
14
日

　

茨
城
県
保
険
医

協
会
で
は
、
６
月

14
日
に
「
歯
の
何

で
も
電
話
相
談
」

を
開
設
し
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
聞
け
な
い
歯
の
悩
み
や
質

問
を
歯
科
医
師
が
無
料
で
お
受
け
し

ま
す
。
気
軽
に
電
話
く
だ
さ
い
。

開
設
日
時　

６
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
５
時

受
付
電
話

☎
０
２
９
・
８
２
３
・
７
９
３
０

☎
０
２
９
・
８
３
５
・
０
７
３
７

歯
の
何
で
も
電
話
相
談

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

　

育
児
や
介
護
な
ど
に
よ
り
退
職

し
、
再
就
職
を
希
望
す
る
方
へ
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
月
25
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

内
容　

職
業
適
性
検
査
・
先
輩
の
再

就
職
体
験

場
所　

土
浦
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
（
土
浦
市
大
和
町
９-

２ 

ウ

ラ
ラ
２ 

７
階
）

６
月
25
日

対
象
者
・
募
集
定
員

　

育
児
・
介
護
な
ど
で
退
職
し
、
再

就
職
を
希
望
し
て
い
る
方　

20
名

参
加
費　

無
料

※
無
料
の
一
時
保
育
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
財
）
21
世
紀
職
業
財
団
茨
城
事
務
所

☎
０
２
９
・
２
２
６
・
２
４
１
３

FAX  
０
２
９
・
２
２
６
・
２
７
４
０

誤 常陽銀行・関東つくば銀行・東日本銀行・茨城銀行・水
戸信用金庫・茨城県信用組合・中央労働金庫・ひたち野
農業協同組合・やさと農業協同組合

正 常陽銀行・関東つくば銀行・東日本銀行・茨城銀行・水
戸信用金庫・茨城県信用組合・中央労働金庫・ひたち野
農業協同組合・やさと農業協同組合・ゆうちょ銀行
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健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
２
４・１
３
８
６　
FAX
２
４・４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
４
３・６
６
５
５　
FAX
４
４・１
４
９
２

★★

★★

★
総
合
健
診

６
月
１
日
～
５
日　

申
し
込
み
受
付

健
診
日
時
・

　
　
　
　

会
場  

７
月
１
日
（
水
）・
２
日
（
木
）
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

 

７
月
10
日
（
金
）・
11
日
（
土
）
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

 

受
付
時
間　

午
前
７
時
～

申
込
期
間
・

　
　

申
込
方
法  

６
月
１
日
（
月
）
～
５
日
（
金
）

＊
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

＊
一
日
の
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

40
歳
以
上
項
目

負
担
金

（
70
歳
以
上
は

無
料
）

・
特
定
健
康
診
査
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）

　

40
～
69
歳
…
１
０
０
０
円
・
70
～
74
歳
…
無
料

・
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
の
健
康
診
査
…
無
料

＊
次
の
検
診
に
つ
い
て
は
、
保
険
区
分
は
問
い
ま
せ
ん

・
肺
が
ん
…
３
０
０
円
（
65
歳
以
上
は
結
核
検
診
を
含
む
）

・
胃
が
ん
…
１
５
０
０
円
・
大
腸
が
ん
…
５
０
０
円

・
前
立
腺
が
ん
…
６
０
０
円
（
50
歳
以
上
の
男
性
）

・
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
（
Ｂ
・
Ｃ
型
）
…
１
０
０
０
円

　
（
平
成
14
～
20
年
ま
で
に
肝
炎
検
査
を
未
受
診
の
方
）

・
骨
粗そ

し
ょ
う鬆
症
…
７
０
０
円
（
女
性
）

・
腹
部
超
音
波
…
１
５
０
０
円
（
先
着
１
０
０
人
）

39
歳
以
下
項
目

負
担
金

＊
保
険
区
分
は
問
い
ま
せ
ん

＊
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん

・
健
康
診
査
…
２
０
０
０
円
・
骨
粗
鬆
症
…
７
０
０
円
（
女
性
）

★
要
件
該
当
で
、
健
康
診

査
や
が
ん
検
診
が
無
料
に

　

健
康
診
査
や
が
ん
検
診
は
、
次
の

①
か
ら
⑤
に
該
当
す
る
場
合(

②
か

ら
④
は
証
明
書
等
が
必
要)

に
は
、

負
担
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

①
満
70
歳
以
上
の
方
（
平
成
22
年
３

月
31
日
現
在
で
70
歳
以
上
の
方
）

②
健
診
（
検
診
）
日
現
在
、
生
活
保

護
法
に
よ
る
被
保
護
者

③
当
該
年
度
分
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
（
世
帯
員
全
員
が
非
課
税
）

④
障
害
者
等
の
重
症
判
定
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）

・
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ａ
）

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
１
級
）

⑤
65
～
69
歳
の
方
で
「
後
期
高
齢
者

の
健
康
診
査
受
診
券
」
が
届
い
た
方

※
②
の
該
当
者
は
市
役
所 

社
会
福

祉
課
で
、
③
の
該
当
者
は
市
役
所 

税

務
課
・
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課
で
証

明
を
受
け
て
、
健
診
当
日
持
参
く
だ

さ
い
。
④
の
該
当
者
は
、
健
診
当
日

障
害
者
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
康
診
査
（
国
保
加
入
者
）

に
つ
い
て
は
、
③
④
に
該
当
す
る
場

合
で
も
有
料
に
な
り
ま
す
。
不
明
な

点
に
つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
健
康
を
保
つ
た
め

　
　

生
活
改
善
指
導
を

　

生
活
習
慣
の
改
善
は
、
健
康
へ
の

大
き
な
一
歩
で
す
。
昨
年
度
の
健
診

結
果
や
生
活
習
慣
な
ど
を
振
り
返

り
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
保
健
セ
ン

タ
ー
の
専
門
職
（
栄
養
士
・
歯
科
衛

生
士
・
保
健
師
）
と
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
６
月
10
日(

水)　

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時（
申
込
制
）

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
八
郷
地
区
は
７
月
か
ら
実
施
予
定

６
月
実
施

★
特
定
健
康
診
査
・
健
康
診
査
（
集
団
健
診
）

集
団
健
診　

項
目
・
負
担
金

・
特
定
健
康
診
査
（
国
保
加
入
者
）

　

40
～
69
歳
…
１
０
０
０
円

　

70
～
74
歳
…
無
料

・
後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査
（
75
歳

　

以
上
）
…
無
料

・
39
歳
以
下
の
健
康
診
査

　
　
　
　
　
　
　
　

…
２
０
０
０
円

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
40
歳
以
上
）

　

…
３
０
０
円（
70
歳
以
上
は
無
料
）

【
６
月
の
健
診
日
・
会
場
・
受
付
時
間
】

＊
八
郷
地
区

・
９
日
（
火
）
小
桜
地
区
公
民
館

・
10
日
（
水
）
葦
穂
地
区
多
目
的
研

　
　
　
　
　
　

修
セ
ン
タ
ー

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

＊
石
岡
地
区

・
19
日
（
金
）

　
　
　

市
民
会
館

・
22
日
（
月
）　

　

午
前　

関
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

午
後　

三
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

40
～
74
歳
の
方
が
特
定
健
康
診
査
を

受
け
る
際
は
、「
特
定
健
康
診
査
受

診
券
」
と
「
保
険
証
」
が
必
要
で

す
。
無
い
場
合
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
忘
れ
ず
に
持
参
く
だ
さ
い
。

国
保
以
外
の
方
が
市
の
特
定
健
診
を

希
望
す
る
場
合
は
、
石
岡
市
の
集
団

健
診
が
受
診
可
能
か
加
入
の
保
険
組

合
に
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
負
担

金
に
つ
い
て
も
確
認
願
い
ま
す
。

※
４
月
下
旬
頃
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
40
～
74
歳
の
方
に
は

「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」
を
、
75

歳
以
上
の
方
に
は
「
後
期
高
齢
者
の

健
康
診
査
受
診
券
」
を
郵
送
し
ま
し

た
。
届
か
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

★
ダ
イ
エ
ッ
ト
倶
楽
部

　

で
メ
タ
ボ
対
策
を
！

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対

策
は
、
食
事
と
運

広報いしおか　№８８　１６



★★

★★

　

ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き
教
室
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。石
岡
地
区
、

八
郷
地
区
と
も
に
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き

教
室
申
込
受
付
中
！

＊
石
岡
地
区

【
日
時
】
６
月
10
日
（
水
）

　

午
後
１
時
45
分
～
２
時
受
付　

※
２
歳
児
母
子
歯
科

健
診
と
同
時
に
実
施

し
ま
す
。

【
定
員
】
15
人

【
内
容
】
歯
み
が
き
指
導
と
フ
ッ
化

物
塗
布

【
対
象
】
永
久
歯
の
生
え
て
い
る
未

就
学
児

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
八
郷
地
区

【
日
時
】
６
月
12
日
（
金
）
※
予
約
制

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
40
分
受
付

【
定
員
】
50
人

【
内
容
】
歯
科
医
師
に
よ
る
健
康
診

査
・
健
康
相
談
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布

【
対
象
】
市
内
在
住
の
１
歳
か
ら
就

学
前
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者

【
会
場
】
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

動
な
ど
の
生
活
習
慣
が
カ
ギ
を
握
っ

て
い
ま
す
。

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
倶
楽
部
は
、
短
期
集

中
で
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
体
重
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。
正
し

い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
て
、
健
康

を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。運
動
指
導
士
・

栄
養
士
・
保
健
師
が
応
援
し
ま
す
！

【
日
程
】

・
６
月
29
日

　

…
面
接
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・
７
月
６
日
、
13
日
、
23
日
、
27
日

　

８
月
３
日
、
10
日
…
運
動

・
８
月
24
日
…
面
接
、
振
り
返
り

【
時
間
】
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

※
事
前
に
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
８
回
全
て
に
参
加
で
き
る
方
。

※
冬
の
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ど
ち

ら
か
選
ん
で
参
加
く
だ
さ
い
。

※
八
郷
地
区
は
秋
か
ら
実
施
予
定
。

　

６
月
４
日
か
ら
10
日
は
、
歯
の
衛

生
週
間
で
す
。

　

歯
の
健
康
は
「
食
べ
る
」「
話
す
」

「
表
情
を
つ
く
る
」
の
は
も
ち
ろ
ん
、

「
か
む
こ
と
で
脳
が
活
性
化
す
る
」

「
運
動
で
歯
を
く
い
し
ば
る
」
な
ど

全
身
の
健
康
に
大
き
く
関
係
し
て
い

ま
す
。
口
内
の
細
菌
は
、
む
し
歯
や

歯
周
病
の
ほ
か
肺
炎
な
ど
思
わ
ぬ
病

気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、
か

む
力
が
衰
え
る
こ
と
で
栄
養
の
偏
り

が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

歯
の
痛
み
や
違
和
感
な
ど
症
状
が

出
る
前
に
、
半
年
に
１
回
は
定
期
健

診
を
兼
ね
て
歯
科
医
院
を
受
診
し
、

自
分
の
歯
を
で
き
る

だ
け
多
く
残
す
こ
と

が
大
切
で
す
。

★
歯
の
健
康
の
た
め

半
年
に
１
回
健
診
を

● 

21
年
度
標
語 

●

 『
か
み
し
め
る　

生
き
る
喜
び

　
　
　
　
　
　
　

 

歯
と
と
も
に
』

★
子
育
て
相
談
が
メ
ー

ル
や
電
話
で
！

　

赤
ち
ゃ
ん
や
育
児
の
心
配
事
な
ど

の
相
談
を
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
回
答
を
急
ぐ
場
合

は
、
電
話
で
相
談
く
だ
さ
い
。

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

　

is-h
oken

@
city.ish

ioka.lg.jp

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

 

　

ya-hoken@
city.ishioka.lg.jp

HPHP

 「
家
族
介
護
者
の
つ
ど
い
」

　
　
　
　
　
　

 

参
加
者
募
集
！

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
日
々
介

護
に
追
わ
れ
て
い
る
家
族
介
護
者
の

方
を
対
象
に
、
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。
家
族
や
隣
近
所
に
相
談
し
づ
ら

い
こ
と
な
ど
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
介

護
者
同
士
で
情
報
交
換
を
し
て
、
介

護
疲
れ
を
癒
し
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

過
去
に
介
護
を
し
て
い
た
方
、
介

護
に
関
心
の
あ
る
方
の
参
加
も
歓
迎

し
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
も
参
加

し
て
、
相
談

を
受
け
付
け

ま
す
。

●
会
場
・
日
時

・
府
中
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　

６
月
23
日
（
火
）

・
国
府
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　

７
月
10
日
（
金
）

・
城
南
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　

７
月
23
日
（
木
）

・
中
央
公
民
館　
　

　
　
　
　
　
　
　

８
月
４
日
（
火
）

・
園
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

８
月
27
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

都
合
の
い
い
日
を
選
ん
で
、
参
加
く

だ
さ
い
。

※
参
加
者
に
関
わ
る
秘
密
は
、
厳
守

し
ま
す
。

●
参
加
費　

無
料

●
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

社
団
法
人 

石
岡
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

せ
ん
氏

●
問
い
合
わ
せ　

　

石
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
２
・
２
４
１
１
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募
　
集

石岡海洋センター☎ 23－5191　　柏原野球公園管理事務所☎ 23-8158　　朝日スポーツ交流施設☎ 43-6884

結
　
果

＊
男
子
の
部

優
　
勝
　
金
子
　
久
義

準
優
勝
　
小
松
崎
　
忠

第
３
位
　
蒔
田
　
隆
大

＊
女
子
の
部

優
　
勝
　
柴
崎
　
み
つ
江

準
優
勝
　
関
根
　
き
い
子

第
３
位
　
小
松
崎
　
か
ね
子

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
交
流
大
会

ソ
フ
ト
バ
レ
�
ボ
�
ル

大
会
参
加
者
募
集

日
時
　
７
月
５
日
（
日
）

　
　
　
午
前
８
時
30
分 

受
付
開
始

　
　
　
午
前
９
時
30
分 

試
合
開
始

会
場
　
八
郷
総
合
運
動
公
園

競
技
種
目
　
男
女
混
合
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
女
子
チ
ー
ム

チ
ー
ム
構
成

・
１
チ
ー
ム
８
人
以
内
（
監
督
含
む
）

・
男
女
混
合
チ
ー
ム
は
、
男
子
２
人

以
内
で
中
学
生
以
上

・
女
子
チ
ー
ム
は
、
中
学
生
以
上

参
加
資
格

　

　
市
内
在
住
・

在
勤
ま
た
は

通
学
し
て
い

る
中
学
生
以

上
の
方

参
加
費
　
２
０
０
０
円（
１
チ
ー
ム
）

申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
に
記
入
の

う
え
、
参
加
費
を
添
え
て
、
直
接
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
６
月
20
日
（
土
）

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。
毎
週
月
曜

日
は
休
館
日
の
た
め
、
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

八
郷
総
合
運
動
公
園

☎
４
３
・
６
８
８
４

日
時
　
６
月
21
日（
日
）・
27
日（
土
）・

28
日
（
日
）・
７
月
４
日
（
土
）・
５

日
（
日
）・
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
前
11
時

※
予
備
日
は
７
月
18
・
19
・
20
日

場
所
　
柏
原
野
球
公
園
内 

テ
ニ

ス
コ
ー
ト

参
加
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
し
て

い
る
中
学
生
以
上
の
方

募
集
定
員
　
50
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

　
　
　
参
加
者
募
集

参
加
費
　
一
般
　
３
０
０
０
円

　
　
　
　
学
生
　
２
０
０
０
円

※
当
日
、
会
場
に
て
集
め
ま
す
。

持
ち
物
　
運
動
に
適
し
た
服
装
、
着

替
え
、
タ
オ
ル
な
ど
を
用
意
く
だ
さ

い
。

講
師
　
市
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部
員

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
６
月
17
日
（
水
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
６
月
17
日
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

硬
式
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　（
担
当
：
松
塚
）

☎
２
３
・５
５
６
６

携
帯
☎
０
９
０
・３
０
９
４
・４
４
４
３

　sasuke_11_23@
arom

a.ocn.
ne.jp

ス
ポ
ー
ツ
情
報

石岡運動公園
☎26-7210

八郷総合
運動公園
☎43-6884

＊
Ｇ
シ
ニ
ア
男
子
の
部

優
　
勝

　
底
　
光
男

準
優
勝
　
潮
田
　
敞

第
３
位
　
久
保
田
　
芳
男

＊
シ
ニ
ア
男
子
の
部

優
　
勝

　
鈴
木
　
昌
平

準
優
勝
　
石
田
　
七
郎

第
３
位
　
松
浦
　
秀
雄

＊
女
子
の
部

優
　
勝
　
千
葉
　
初
子

準
優
勝
　
潮
田
　
喜
久
恵

第
３
位
　
飯
島
　
は
つ
子

八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
選
手
権
大
会

３
月
28
日

３
月
27
日

　
総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
10

日
ま
で
を
「
電
波
利
用
環
境
保
護
周

知
啓
発
強
化
期
間
」
と
し
て
、
電
波

を
正
し
く
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の

周
知
・
啓
発
活
動
お
よ
び
不
法
無
線

局
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
ま
す
。

　
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無
線

局
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
、
携

帯
電
話
な
ど
の
身
近
な
も
の
か
ら
、

警
察
・
消
防
・
救
急
用
無
線
な
ど
の

人
命
に
関
わ
る
重
要
な
無
線
に
対
し

て
混
信
・
妨
害
を
与
え
る
な
ど
、
私

た
ち
の
生
活
や
安
全
を
お
び
や
か
し

ま
す
。

　
安
全
で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
、
電
波
は
ル
ー
ル
を
守
り
、

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

関
東
総
合
通
信
局

・
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

☎
０
３
・
６
２
３
８
・
１
９
３
９

・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

☎
０
３
・
６
２
３
８
・
１
９
４
５

・
放
送
相
談
（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
）

☎
０
３
・
６
２
３
８
・
１
９
４
４

「
電
波
の
ル
ー
ル
を

　
　
守
り
ま
し
ょ
う
」

６月１日
　～10日

「
電
波
利
用
環
境
保
護

　
周
知
啓
発
強
化
期
間
」

広報いしおか　№８８　１８



瓦か
わ
ら
づ
か
か
ま
あ
と

塚
窯
跡
特
集
①

在
と
な
っ
て
は
遺
跡
の
範
囲
が
は
っ

き
り
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
で
は
瓦
塚

遺
跡
の
範
囲
の
確
認
を
す
る
た
め
調

査
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
回
は
平
成

20
年
度
に
調
査
し
た
窯
跡
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　
遺
跡
は
中
央
の
谷
を
挟
ん
で
、
そ

の
北
側
と
南
側
に
大
き
く
分
か
れ
ま

す
。
今
回
の
調
査
が
始
ま
る
前
ま
で

は
、
谷
の
北
側
が
主
な
遺
跡
の
範
囲

と
思
わ
れ
て
お
り
、
実
際
に
瓦
が
拾

え
る
の
も
ほ
と
ん
ど
谷
の
北
側
で
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
調
査

で
２
基
の
窯
跡
が
谷
の
南
側
か
ら
も

確
認
さ
れ
た
の
で
す
！

　
窯
跡
が
確
認
さ
れ
た
の
は
極
め
て

突
然
の
こ
と
で
し
た
。
現
場
で
は
１

ｍ
×
２
ｍ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
調
査

す
る
場
所
を
決
め
、
そ
の
中
を
ス
コ

ッ
プ
で
掘
っ
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、

 シリーズ　45
文化振興課

　　　
瓦
塚
窯
跡
は
石
岡
市
部へ
ば
ら原

に
あ

る
奈
良
・
平
安
時
代
の
遺
跡
で
す
。

石
岡
地
区
に
存
在
し
た
常
陸
国
分

寺
・
国
分
尼

寺
の
屋
根
に

葺
く
瓦
を
焼

い
た
窯
跡
で
、

こ
れ
ま
で
の

調
査
の
結
果
、

内
部
に
５
段

の
階
段
が
つ

い
た
有
段
の

登の
ぼ
り
が
ま

窯
で
あ
る

こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、

茨
城
県
の
指

定
史
跡
に
な

っ
た
の
が
昭

和
12
年
と
古

い
た
め
、
現

実
際
に
窯
跡
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
し
て
い
く
の
で
す
。
こ
の
掘
る
場

所
の
こ
と
を
ト
レ
ン
チ
と
言
っ
て
い

ま
す
。

　
あ
る
日
、
作
業
員
が
ト
レ
ン
チ
を

掘
っ
て
い
る
と
突
然
、
足
が
ズ
ボ
ズ

ボ
と
埋
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
場
所

は
登
窯
が
あ
る
よ
う
な
山
の
斜
面
、

と
て
も
不
自
然
な
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
、
そ
の
落
ち
た
穴
を
詳
し

く
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
窯
の
天
井
が

落
ち
た
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

の
で
す
。

　
そ
の
後
、
実
際
に
火
を
焚た

く
焚た
き
ぐ
ち口

や
操
業
時
に
出
て
く
る
灰
や
瓦
の
失

敗
品
を
捨
て
る
灰は

い
ば
ら原
も
確
認
で
き
、

窯
跡
の
様
子
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
窯
跡
は
、
ほ
ぼ
同
時
に
二

基
一
対
で
操
業
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
、
も
う
一
基
が
す
ぐ
隣
か
ら
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
隣
か
ら
確
認
さ
れ
た
窯
跡
の

上
に
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
を
し
た
文
様

の
付
い
た
軒

の
き
ひ
ら
が
わ
ら

平
瓦
（
屋
根
の
軒
先
に

葺ふ

く
平
た
い
瓦
）
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
軒
平
瓦
は
文
様
の
様
子
が
と

て
も
明
瞭
で
、
調
整
も
と
て
も
丁
寧

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
国
分

寺
・
国
分
尼
寺
の
創
建
に
あ
わ
せ
て

作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
創
建
期
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
瓦
の
下
か
ら
発
見
さ
れ
た
窯

跡
は
こ
の
瓦
と
同
時
期
か
ま
た
は
そ

れ
よ
り
も
古
い
と
い
う
こ
と
も
わ
か

る
の
で
す
。
つ
ま
り
、常
陸
国
分
寺
・

尼
寺
の
建
設
時
に
す
で
に
操
業
が
開

始
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、こ
れ
ま
で
国
分
寺
・

国
分
尼
寺
の
屋
根
が
崩
れ
た
と
き
に

そ
れ
を
修
復
す
る
た
め
の
瓦
を
主
に

焼
い
て
い
た
と
い
う
瓦
塚
窯
跡
の
評

価
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　　
一
方
、
谷
の
北
側
か
ら
は
昭
和
40

年
代
の
畑
の
開
墾
時
に
確
認
さ
れ
て

い
た
三
基
の
窯
跡
を
再
確
認
し
ま
し

た
。
畑
か
ら
検
出
さ
れ
た
も
の
は
、

比
較
的
傾
斜
が
平
坦
な
登
窯
で
、
斜

面
か
ら
確
認
さ
れ
た
窯
跡
は
傾
斜
の

急
な
窯
跡
で
し
た
。

　
一
般
的
に
底
が
平
ら
な
窯
（
平ひ

ら
が
ま窯

）

は
、
窯
の
容
積
が
大
き
い
分
だ
け
量

を
多
く
焼
け
る
代
わ
り
に
、
温
度
が

あ
ま
り
上
が
ら
ず
品
質
が
劣
る
製
品

が
で
き
る
可
能
性
が
高
い
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
登
窯
は
容
積
が
狭
く
量
は

あ
ま
り
作
れ
な
い
の
で
す
が
、
傾
斜

が
急
な
分
だ
け
窯
の
中
の
温
度
が
高

く
な
る
た
め
、
良
質
な
製
品
が
焼
け

る
そ
う
で
す
。

　
瓦
を
葺
く
際
に
、
状
況
に
応
じ
て

瓦
の
質
や
量
を
調
整
し
な
が
ら
操
業

を
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

窯の天井が落ちてできた穴

畑から検出された窯

瓦塚遺跡

国
分
寺
創
建
期
の
瓦
を

　
作
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明

瓦
塚
窯
跡
は

１
２
０
０
年
前
の
瓦
工
場

新
し
い
窯
跡
の
発
見

さ
ら
に

　
三
基
の
窯
跡
を
発
見

時
の

記
憶

１９　広報いしおか　№８８



忘
れ
ず
に
！
児
童
手
当
の
現
況
届

石
岡
市
国
府
３-

１-

16　
　

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

開
館
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
８
時　

休
館
日
：
木
曜
日

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い

側
）・
市
営
駐
車
場
を
利
用

く
だ
さ
い
。

ま
ち
か
ど
学
習
会

心
の
ケ
ア
を
考
え
る

日
時　

６
月
24
日
（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

講
師　

小
林　

純　

氏

　
　
　
（
精
神
保
健
福
祉
士
）

カ
メ
ラ
の
健
康
診
断

　

家
庭
の
押
入
れ
や
タ
ン
ス
・
物
置
な
ど

に
眠
っ
て
い
る
カ
メ
ラ
を
少
し
で
も
活
用

し
て
も
ら
う
た
め
、
保
管
の
状
態
を
診
察

し
、
手
入
れ
や
保
管
方
法
な
ど
を
無
料
で

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

ま
た
、
故
障
し
て
い
る
カ
メ
ラ
は
、
故

障
の
原
因
を
特
定
し
、
ど
の
よ
う
な
修
理

が
必
要
か
の
診
断
を
し
ま
す
。

※
そ
の
場
で
の
修
理
は
原
則
し
ま
せ
ん
。

バ
ザ
ー
ル

　
　

好
評
開
催
中
！

毎
月
第
１
水
曜
日

６
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

折
り
紙
教
室　

６
月
27
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

　
　
　
　
　

   

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
〜

心
と
体
の
健
康
相
談
／
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

                    

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
〜

日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
〜

ち
り
め
ん
小
物
づ
く
り

                 

６
日
・
20
日
（
土
）　

午
後
１
時
〜

ま
ち
か
ど
音
楽
祭

『
オ
リ
ッ
シ
ィ
』
公
演

日
時　

６
月
28
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

出
演　

飯
島　

郁
代

　
　
　

岡
本　

愛
子

イ
ン
ド
古
典
舞
踊

パ
ソ
コ
ン
で

暑
中
見
舞
い
を
作
ろ
う

日
時　

６
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
　

19
日
（
金
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

要
予
約
！

定
員　

各
５
名

参
加
費　

　

１
０
０
０
円

日
時　

６
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

35
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
式
カ
メ
ラ

お
は
な
し
な
あ
に

日
時　

６
月
13
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
〜

お
と
う
さ
ん 

あ
り
が
と
う
！　

　
　
　
　

紙
芝
居
＆
て
あ
そ
び

随
時
受
付
中

　

初
め
て
の
方
、
講
座
に
通
っ

た
け
ど
も
う
一

度
学
習
し
た
い

方
…
…
。
詳
細

は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
教
室

印
刷
機
・
コ
ピ
ー
機
を
利
用
く
だ
さ
い

要予約！

扶
養
親
族

等
の
数

児
童
手
当

（
国
民
年
金
加
入
者

ま
た
は
年
金
未
加

入
者
の
限
度
額
）

特
例
給
付

（
厚
生
年
金
等
加
者

の
限
度
額
）

０
人

４
６
０
万
円

５
３
２
万
円

１
人

４
９
８
万
円

５
７
０
万
円

２
人

５
３
６
万
円

６
０
８
万
円

３
人

５
７
４
万
円

６
４
６
万
円

４
人

６
１
２
万
円

６
８
４
万
円

５
人

６
５
０
万
円

７
２
２
万
円

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

す
べ
て
の
方
は
、毎
年
６
月
中
に「
児

童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
は
、
毎
年

６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載

し
、
児
童
手
当
な
ど
を
引
き
続
き
受

け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
届
出
に
必

要
な
書
類
は
６
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に

郵
送
し
ま
す
。

　

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
は
、
届
出
が
あ
る
ま

で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
願

い
ま
す
。

受
付
期
間
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

　

６
月
18
日
（
木
）
〜
26
日
（
金
）

※
こ
の
期
間
中
、
都
合
が
悪
い
場
合

は
、
郵
送
で
の
提
出
も
で
き
ま
す
の

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
11
時
30

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

提
出
場
所　

市
役
所
４
階 

第
２
会

議
室
ま
た
は
、
八
郷
総
合
支
所
１
階 

市
民
窓
口
課
（
５
番
窓
口
）

提
出
書
類　

児
童
手
当
現
況
届
、
健

康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
（
受
給

者
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
場
合
）

※
他
に
も
必
要
に
応
じ
て
、
提
出
す

る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

◆
現
在
、
小
学
校
修
了
前
の
児
童
を

養
育
し
て
い
て
、
児
童
手
当
を
ま
だ

受
け
て
な
い
方
で
、
平
成
19
年
中
の

所
得
が
左
表
の
限
度
額
内
の
方
は
、

こ
ど
も
福
祉
課
ま
た
は
支
所
市
民
窓

口
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
９
）

＊ 対象となる所得は、市県民税
の総所得から、社会保険料控除
等に相当する額として一律８万
円を控除した額です。
＊ 老人扶養親族がある場合に
は、上記所得額に１人につき
６万円を加算した金額が限度額
となります。

児童手当所得制限限度額
平成 21 年度 忘

れ
ず
に
！
児
童
手
当
の
現
況
届

広報いしおか　№８８　２０



図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

中
央
図
書
館
２
階

《
６
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
６
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

《
６
月
の
お
は
な
し
会
》

・
20
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

中
央
公
民
館
和
室

《
６
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
13
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中
学

年
ぐ
ら
い
ま
で
で
す
。
ま
た
、
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ

い
。い
ず
れ
も
時
間
は
約
30
分
で
す
。

  6・13
20・21
27・30

  ６月

【休　館　日】

 ７月
  １・  8
15 ・22
25 ・29 

☎
２
４
・
１
５
０
７

《
新
着
図
書
の
案
内
》

＊
一
般
図
書

「
女
40
代
い
ま
始
め
る
」　

　

下
重
暁
子
著 

「
頭
の
い
い
人
の
『
15
分
習
慣
』
の

ス
ス
メ
」

　

鴨
下
一
郎
著　

 

「
子
ど
も
と
で
か
け
る
茨
城
あ
そ
び

場
ガ
イ
ド　

２
０
０
９
年
版
」

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
ｗ
ｅ
・
ｎ
ｅ
ｔ
著 

「
三
匹
の
お
っ
さ
ん
」　

有
川
浩
著 

「
佐
保
姫
伝
説
」　

阿
刀
田
高
著 

「
く
じ
ら
組
」　

山
本
一
力
著 

「
極
北
ク
レ
イ
マ
ー
」　

海
堂
尊
著 

「
鳥
か
ご
の
詩
」　

北
重
人
著 

「
秋
月
記
」　

葉
室
麟
著 

「
老
い
楽
」　

上
坂
冬
子
著　
　

ほ
か

　

日
本
国
内
で
は
、
子
ど
も
の
人
権

を
擁
護
す
る
た
め
の
「
子
ど
も
の
人

権
専
門
委
員
」
の
創
設
や
、
子
ど
も

の
意
見
表
明
・
参
加
の
権
利
を
尊
重

す
る
「
子
ど
も
議
会
」
の
開
催
な
ど

の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
「
児
童
買
春
、
児
童
ポ

ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児

童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
児
童

買
春
・
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
、
平
成

16
年
改
正
）、
平
成
12
年
「
児
童
虐

待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」（
児

童
虐
待
防
止
法
。
平
成
16
年
改
正
）

が
施
行
さ
れ
る
な
ど
法
的
整
備
も
進

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
権

利
に
関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
の
取

り
組
み
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
施
策
は
進
ん
で
い
ま
す

が
、
虐
待
や
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
が

相
次
ぐ
な
ど
、
日
本
に
お
け
る
子
ど

も
の
人
権
は
今
、
た
い
へ
ん
深
刻
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。
制
度
を
整
え
る

と
と
も
に
私
た
ち
自
身
が
地
域
や
家

庭
で
人
権
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
子

ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

※
人
権
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
も
随

時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
４
０
）

ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
…　
　

 

★ 

人
権
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト 

⑤ 

★

【
子
ど
も
の
人
権   

そ
の
２
】

《
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
を

　
　
　
　

持
っ
て
い
ま
す
か
》

　

図
書
館
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

「
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
」
が
必
要
で

す
。
カ
ー
ド
の
作
成
に
は
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
・
保
険
証
・
学
生

証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に

持
参
く
だ
さ
い
。

◎
カ
ー
ド
を
作
れ
る
方

・
市
内
在
住
者

・
市
外
在
住
者
で
、
市
内
に
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方
（
カ
ー
ド
を
作
成

す
る
際
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

《
７
月
か
ら
お
は
な
し
会
の

　
　

開
始
時
間
が
変
更
に
》

　

中
央
図
書
館
で
実
施
し
て
い
る

「
お
は
な
し
玉
手
箱
」「
お
は
な
し
会
」

の
開
始
時
間
が
、
７
月
か
ら
変
更
に

な
り
ま
す
。

開　
　

始　
　

時　
　

間

変  

更  

前

午
後
２
時
30
分

変  

更  

後

午
前
10
時
30
分

※
「
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
」
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
返
却
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う
》

　

図
書
や
視
聴
覚
資
料
な
ど
の
貸
し

出
し
に
は
、
期
限
が
あ
り
ま
す
。
貸

出
期
限
が
過
ぎ
て
も
返
却
し
な
い

と
、
次
に
利
用
し
た
い
方
が
利
用
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

図
書
館
を
利
用
す
る
場
合
は
、
返

却
期
限
な
ど
の
決
ま
り
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

◎
貸
出
期
間

種   　

類

貸
出
期
間

図　
　

書

14
日
以
内

紙   

芝   

居

14
日
以
内

雑  　
　

誌

７
日
以
内

視
聴
覚
資
料

14
日
以
内

６
月
29
日　

人
権
相
談
所
を
開
設

◆ 

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す 

◆

　

茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
に
ち
な
み
、
特
設
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
地
元
の
人
権
擁
護
委
員

が
人
権
問
題
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

６
月
29
日
（
月
）

・
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
会
場　

石
岡
市
役
所

◆
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所 

秘
書
広
聴
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）
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ハーモニーコーナー
か
が
や

き
の　
未来を拓

ひら

く

　男
ひ
と
と
女 ひ
と

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
緊
急
水
道
修
理
業
者
に

　
　
　
　
　
　
気
を
つ
け
て
」

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
�
︵
市
役
所
内
︶

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

栓
を
締
め
、
応
急
処
置
を
し
ま
し
ょ

う
。

●
給
水
装
置
の
工
事
は
、
市
や
湖
北

水
道
企
業
団
の
指
定
工
事
業
者
以
外

は
で
き
ま
せ
ん
。

●
低
料
金
や
見
積
無
料
の
広
告
を
鵜

呑
み
に
せ
ず
、
申
し
込
み
時
に
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

●
最
初
に
依
頼
し
た
修
理
と
関
係
の

な
い
作
業
や
設
備
交
換
を
す
す
め
ら

れ
て
も
、
そ
の
場
で
契
約
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
内
容
と
金
額
に
合
意
し
た
場
合

は
、
た
と
え
市
価
に
比
べ
て
高
額
で

あ
っ
て
も
有
効
な
契
約
で
す
。
慎
重

に
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

【
水
漏
れ
や
ト
イ
レ
の
詰
ま
り
】　

　

水
漏
れ
や
ト
イ
レ
の
詰
ま
り
な
ど

が
起
き
た
と
き
、
消
費
者
が
パ
ニ
ッ

ク
状
態
に
陥
り
、
冷
静
な
判
断
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
乗
じ

て
、
高
額
な
代
金
を
要
求
す
る
業
者

が
い
ま
す
。

◆
ト
イ
レ
が
詰
ま
っ
た
の
で
電
話
帳

の
広
告
を
見
て
業
者
に
修
理
を
依
頼

し
た
ら
、
必
要
の
な
い
便
器
交
換
の

工
事
ま
で
さ
れ
て
し
ま
い
費
用
が
高

額
に
な
っ
た
。

◆
蛇
口
の
水
漏
れ
修
理
を
し
て
も
ら

う
た
め
に
『
見
積
無
料
』
と
チ
ラ
シ

に
書
い
て
あ
っ
た
業
者
を
呼
ん
だ
と

こ
ろ
、
台
所
全
体
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

す
る
羽
目
に
な
っ
た
。

【
水
周
り
の
ト
ラ
ブ
ル
】

　

水
周
り
の
ト
ラ
ブ
ル
は
突
然
起
こ

り
ま
す
。
高
額
な
代
金
を
要
求
す
る

よ
う
な
業
者
に
つ
け
こ
ま
れ
な
い
よ

う
に
普
段
か
ら
意
識
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

●
水
漏
れ
な
ら
ば
と
り
あ
え
ず
止
水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　 　　 　 　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
市
役
所
１
階 

相
談
室
（
毎
週
木
曜
日
）

＊
八
郷
総
合
支
所
１
階 

相
談
室
（
今
月
は
６
月
23
日
（
火
））

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先　

市
役
所 

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

女性のための

困りごと相談

　

家
庭
や
地
域
で
の
生
活
と
仕

事
の
両
立
は
、
市
の
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
の
目
標
の
一
つ
で

す
。
で
は
、
仕
事
と
家
庭
の
間
に

は
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

厚
生
労
働
省
の
「
21
世
紀
成
年

者
縦
断
調
査
」
で
は
、
男
女
の
結

婚
、
出
産
、
就
業
等
の
実
態
や
意

識
を
、
平
成
14
年
か
ら
継
続
的
に

調
査
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
中
か

ら
、
仕
事
と
家
庭
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
、
５
年
間
の
出
生
状
況
か

ら
傾
向
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
が
い
る
夫
婦
の
「
夫
の

休
日
の
家
事
・
育
児
時
間
」
と
出

生
と
の
関
係
を
見
る
と
、
夫
の
休

日
の
家
事
・
育
児
時
間
が
長
く
な

る
ほ
ど
、
第
２
子
以
降
が
生
ま
れ

る
割
合
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る

よ
う
で
す
。
例
え
ば
、「
家
事
・

育
児
時
間
が
な
い
」
場
合
16
・
３

％
、「
８
時
間
以
上
」
で
は
46
・

２
％
に
第
２
子
以
降
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
子
ど
も
が
い
な
か
っ
た

夫
婦
の
出
生
と
妻
の
仕
事
と
の
関

出
生
状
況
に
見
ら
れ
る
傾
向
と
は
…

〜
21
世
紀
成
年
者
縦
断
調
査
か
ら
〜

午後1時30分
　　　　　～4時

家
庭
生
活
と
仕
事

　

業
者
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
請
求
内

容
に
納
得
で
き
な
い
場
合
は
、
相
談

く
だ
さ
い
。

係
に
つ
い
て
見
る
と
、
妻
に
仕
事

が
あ
っ
て
「
正
規
」
雇
用
の
場
合

に
43
％
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
の
に

対
し
、「
非
正
規
」
で
は
22
・
４

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

仕
事
が
な
い
場
合
47
・
６
％
に
子

ど
も
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
や
家
庭
と
の
係
わ
り
方

は
、
男
女
が
互
い
に
幸
せ
な
人
生

を
送
る
た
め
の
大
切
な
視
点
の
一

つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

～ 妻の仕事の有無別にみた
　　　　5年間の出生状況 ～

■ 

出
生
あ
り  

■ 

出
生
な
し

100

80

0

20

40

60

%

正規 非正規 仕事なし

57.0

47.6

52.4
77.6

22.4
43.0

※
各
表
は
、「
21
世
紀
成
年
者
縦
断
調
査
」 

厚
生
労
働
省 

平
成
19
年 

よ
り
抜
粋

～ 夫の休日の家事・育児時間別にみた
　　　５年間の第 2子以降の出生状況 ～ ■ 

出
生
あ
り  

■ 

出
生
な
し

時間なし

2～4時間未満

2時間未満

8時間以上

4～6時間未満

0 20 100 %806040

16.3 83.7

46.2

32.2
22.2

53.8

67.8
77.8

38.5 61.5
62.537.56～8時間未満
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市
民
ず
い
ひ
つ

母
が
摘
ん
だ
か
　
草
餅
と
ど
き

　
父
の
手
搗つ

き
の
　
味
を
噛
む

下
　
林
　
白
井
冨
喜
江

苦
労
乗
り
切
る

　
支
え
に
感
謝

　
持
っ
た
友
情

　
力
水

川
　
又
　
関
　
　
清
志

西
に
筑
波
よ

　
東
に
潮
来

　
春
の
霞
に

　
帆
曳
船

柿
　
岡
　
鈴
木
千
代
子

春
に
先
駆
け

　
心
も
和
む

　
庭
に
顔
出
す

　
福
寿
草

国
　
府
　
大
西
　
和
子

明
か
り
つ
か
な
い

　
ビ
ル
倒
産
か

　
覗
き
見
て
い
る

　
春
の
月

東
石
岡
　
惣
野
代
英
子

妻
の
笑
顔
と

　
お
帰
り
な
さ
い

　
言
葉
一
つ
に

　
癒
さ
れ
る

貝
　
地
　
前
島
く
に
子

い
つ
も
手
ほ
ど
き

　
ソ
バ
打
ち
だ
け
ど

　
母
の
味
に
は

　
ま
だ
遠
い

東
石
岡
　
岩
田
　
正

桜
花
咲
く
　
侍
ジ
ャ
パ
ン

　
空
に
ゃ
歓
喜
の
　
揚
げ
ひ
ば
り

国
　
府
　
篠
原
美
千
代

ど
ち
ら
向
い
て
も
　
桜
の
中
に

　
鍬
を
打
ち
込
む
　
俺お

ら

が
春

総
　
社
　
鈴
木
　
虚
心

夫め
お
と婦

筑
波
の
　
仲
良
い
春
を

　
灼
い
て
噴
火
か
　
浅
間
山

　  

俳

句
府
　
中
　
赤
津
美
智
子

八
重
桜
満
ち
て
浄
土
と
思
い
け
り

大
谷
津
　
大
関
　
ひ
さ

父
母
の
香
の
う
す
れ
ゆ
く
里
桐

の
花

　
　
　
　
　   

府
　
中
　
土
井
　
湧
輔

万
骨
の
数
多
の
無
言
落
椿

茨
　
城
　
伊
藤
　
誠

春
耕
や
小
さ
な
種
に
命
満
つ

高
　
浜
　
羽
生
ユ
キ
エ

惜
し
ま
れ
て
水
面
を
染
め
る
花
吹
雪

若
　
松
　
城
下
　
稔

鞦
韆
に
秘
め
し
想
い
や
雲
乱
る

瓦
　
谷
　
山
崎
　
景
子

芽
吹
き
山
磨
崖
佛
へ
の
道
標

瓦
　
谷
　
石
田
誠
一
郎

風
光
る
君
の
遺
句
集
「
恋
瀬
川
」

宇
治
会
　
萩
原
　
清

吟
行
の
予
定
変
更
春
の
雪

瓦
　
谷
　
鈴
木
　
浦
子

桃
の
花
少
し
こ
ぼ
し
て
活
け
て

を
り

　 

短
　
　
歌
　
　        

大
谷
津
　
海
老
澤
明
子

葉
を
持
た
ぬ
大
樹
三
本
線
描
の
ご

と
く
に
黙
す
図
書
館
通
り

文
芸
い
し
お
か

文
化
協
会
だ
よ
り

子
ど
も
の
豊
か
な
成
長
を
願
っ
て

　
い
し
お
か
子
ど
も
劇
場

　
　
　
　
　
　
　
川
俣
　
佐
代
子

　
子
ど
も
劇
場
は
「
文
化
的
な
活

動
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
を
健
や

か
に
育
て
よ
う
」
と
い
う
願
い
で

全
国
に
広
が
っ
た
子
ど
も
の
た
め

の
文
化
団
体
で
す
。
舞
台
劇
・
コ

ン
サ
ー
ト
・
人
形
劇
・
影
絵
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
舞
台
芸

術
鑑
賞
と
キ
ャ
ン
プ
や
遊
び
会
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
地
域
の

中
で
仲
間
と
共
に
育
ち
会
う
た
め

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は

ド
ラ
ム
と
マ
リ
ン
バ
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
加
え
「
子
ど
も
の
舞
台
芸
術

体
験
広
場
」
と
し
て
、
全
国
で
活

躍
中
の
６
組
の
舞
台
芸
術
家
を
招

き
、
観
る
だ
け
で
は
な
い
体
験
の

機
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
プ
ロ
の

技
を
直
接
指
導
し
て
も
ら
い
、
子

ど
も
た
ち
の
眼
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

い
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
第
３
回

「
０
・
１
・
２
・
３
歳
の
親
子
の
た
め

の
は
じ
め
て
の
お
し
ば
い
」
に
取

り
組
み
ま
す
。小
さ
な
子
ど
も
も
、

お
母
さ
ん
と
一
緒
な
ら
し
っ
か
り

鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
テ

レ
ビ
と
は
違
う
生
の
鑑
賞
は
、
お

母
さ
ん
に
と
っ
て
も
子
ど
も
と
の

遊
び
が
よ
り
豊
か
に
な
る
ヒ
ン
ト

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
一
緒

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ネ
コ
の
王
様

　
　
　
　
　
　
　
　
打
田
　
昇
三

　「
地
球
は
平
面
で
あ
る
」
と
信
じ

村
　
上
　
小
松
　
好
子

茨
城
の
メ
ロ
ン
旨
し
と
い
う
会
話
車

内
に
ま
ど
ろ
み
ほ
の
ぼ
の
と
聞
く

泉
　
町
　
藤
岡
み
つ
子

重
き
足
ひ
き
ず
る
我
に
歩
を
止
め
て

声
か
け
く
る
る
下
校
の
子
ど
も
等

府
　
中
　
山
口
ふ
み
子

糸
桜
地
の
面お

も

ま
で
も
し
だ
れ
咲
き

六
地
蔵
の
寺
そ
ぞ
ろ
め
ぐ
り
ぬ

茨
　
城
　
鈴
木
　
緑

戸
を
閉
す
空
家
の
庭
に
椿
咲
き
つ
ぶ

や
く
よ
う
な
う
ぐ
い
す
の
声

東
石
岡
　
長
谷
部
ミ
イ

ト
オ
シ
モ
ノ
茅
葺
屋
根
の
軒
下
に
つ

ば
め
の
巣
あ
り
つ
く
ば
山
麓

東
成
井
　
小
島
　
せ
ん

黄
毛
氈
敷
き
つ
め
し
如
い
ち
め
ん

の
菜
の
花
吾
れ
も
風
に
揺
ら
れ
て

山
　
崎
　
荒
井
　
幸
子

冷
ゆ
る
日
の
続
き
て
い
つ
い
つ
と

待
ち
お
り
し
櫻
爛
漫
心
躍
る
な
り

柴
　
内
　
羽
生
　
俊

長
閑
な
り
畑
の
わ
ら
び
芽
を
出
せ
ば

楽
し
く
て
杖
を
た
よ
り
に
今
日
も

柿
　
岡
　
小
林
　
渥
子

愛
と
い
ふ
言
葉
に
尽
き
る
こ
と
な
れ

ど
綺
麗
ご
と
で
は
済
ま
さ
れ
ぬ
介
護

　
　
俚
　
　
謡
　

下
　
林
　
白
田
　
正
源

る
会
が
近
代
ま
で
一
流
先
進
国
に

存
在
し
て
い
た
。
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

や
ダ
ビ
ン
チ
ら
が
頑
迷
な
宗
教
に

妨
害
さ
れ
な
が
ら
地
動
説
を
展
開

し
大
航
海
時
代
で
新
し
い
航
路
が

開
け
た
の
は
、
十
五
、六
世
紀
頃
で

あ
る
。「
地
球
が
回
転
す
る
」
こ
と

は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
学
説
で
も
主

張
さ
れ
て
い
た
が
相
手
に
さ
れ
な

か
っ
た
ら
し
い
。

　
エ
ジ
プ
ト
が
ア
ッ
シ
リ
ア
に
支

配
さ
れ
て
い
た
紀
元
前
六
百
年

代
末
に
占
領
軍
を
追
い
出
し
第

二
十
六
王
朝
を
開
い
た
王
様
が
い

る
。
そ
の
息
子
は
ネ
コ
二
世
と
言

い
、
開
明
的
で
海
洋
民
族
の
フ
ェ

ニ
キ
ア
人
に
船
で
ア
フ
リ
カ
大
陸

を
一
周
さ
せ
、
地
球
が
丸
い
こ
と

を
立
証
し
て
い
る
。
コ
ロ
ン
ブ
ス

の
新
大
陸
発
見
よ
り
二
千
年
以
上

も
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　
貴
重
な
発
見
や
主
張
が
、
思
想

や
宗
教
な
ど
人
間
の
思
い
込
み
で

潰
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
惜
し
い
。

そ
の
最
た
る
も
の
が
戦
争
で
あ
り

ネ
コ
二
世
の
孫
は
内
戦
で
捕
わ
れ
、

家
臣
に
処
刑
さ
れ
た
。

　「
猫
」
は
エ
ジ
プ
ト
人
に
飼
い
馴

ら
さ
れ
た
リ
ビ
ア
山
猫
が
元
祖
だ

と
か
…
。
偶
然
だ
が
ネ
コ
二
世
の

王
朝
は
リ
ビ
ア
系
の
エ
ジ
プ
ト
王

朝
な
の
で
あ
る
。―

 

わ
が
家
の
老

猫
は
今
日
も
平
和
に
寝
て
い
る
。

２３　広報いしおか　№８８



わが家の
アイドル

美　術　館
平成20年度

「家庭の日」図画コンクール

優秀賞
「家族でガーデニング」

西
さいれんち

連地 綾香さん（南小５年）

最優秀賞
「晴着」

前野 祐
ゆ り な

里奈さん（石岡小５年）

最優秀賞
「元日の新聞」

三ツ井 研太さん（八郷南中１年）

【小学生・高学年の部】

※学年は、旧学年（平成 20 年度）
で掲載しています。

優秀賞
「袋田の滝」

稲葉 さくらさん（杉並小６年）

優秀賞
「今年も楽しく すごせるといいな」

末永 紗
さ き

己さん（杉並小５年）

【中学生の部】　　　　

優秀賞
「もちつき 正月」

根本 湧
ゆ う き

生さん（府中中２年）

優秀賞
「自転車そうじ」

三ツ井 吾朗さん（八郷南中２年）

　わが家のアイドル（小学生未満）を
募集しています！お子さんの成長の記
念にいかがですか？
　掲載を希望する方は、市役所 秘書
広聴課へ連絡ください。
●問い合わせ　市役所 秘書広聴課
　☎ 23-1111（内線 213）

　　　　　　　　　　　　東光台五
お花が大好きで、お歌が大好きな元
気で明るい女の子です。
パパとママから　いつもニコニコ笑
顔でいてネ♥

渡辺　歩
あ ゆ か

佳 ちゃん（１歳１か月）

　本　佳
か り ん

稟 ちゃん（７か月）　

　　　　　　　　　　　　　南台一
食欲旺盛なせいかぽっちゃりです。
パパの坊主頭を触るのが大好き！
パパとママから　のびのび元気に
育ってネ♥

平成21年6月1日　編集／石岡市秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレス http://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メール shichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆油インキを使用しています。
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